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 我々は、(Ba,K)Fe2As2超伝導PIT線材に用いる試料粉の高品質化に注力し、線材の臨界電流密度

(Jc)の向上を目指している。前回、アンダードープ領域の試料粉を用いた(Ba,K)Fe2As2超伝導PIT線

(Ex-situ法で作製)が高いJcを持つこと、およびxK = 0.3の試料粉にKAsを0.04 mol添加することで、

線材内の異相FeAsが減少するとともに、Jcが向上することを報告した[1]。今回、先行研究[2]にお

いて角線材のテープ化によるJcの向上が報告されていることを踏まえ、線材のテープ化および一

軸圧縮を用いて線材内部試料を高密度化することによりさらなるJc向上を目指した。 

Fig. 1に角線材に平ロールを施した線材の Jcの外部磁場依存性を示す。線材を薄くするにつれて

Jcが向上する傾向にあることが分かる．また、Fig.2 に加熱後の線材内試料の粉末 X 線回折(XRD)

パターンを示す。厚さ 0.31mmの薄いテープ線材において、異相 FeAsが増加するとともに、磁化

の温度依存性において超伝導転移がブロードになることが明らかになった。講演では一軸圧縮の

結果とともに詳細を報告する。 
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Fig. 1 線材の臨界電流密度 Fig. 2 線材内試料の XRDパターン 
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